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第 2 章と第 3 章で取り上げた教授メディアの、学習者に対する学習促進プロセスを推定し、それ
に関する考察を行なっている。最後に提案手法の限界と今後の課題について述べている。
<論文審査の結果の要旨>
主査および副査により論文の内容を確認するとともに、 2010 年 5 月 10 日に、大学院教育情報学
教育部・ ISTU スタジオにおいて 30 分の口頭発表および 40 分の質疑応答による博士論文本審査会
を実施した。その結果本論文では、下記に示す事項が確認された。
本論文は、教授メディアの学習促進効果を評価するための、新しい教授メディアの評価法を提案
すると共に、その評価法の 2 種類の教授メディアへの適用を試みている。本論文の学術的な特徴
は以下の 3 点にまとめられる。
1.メディアの有無の単純比較によって行なわれてきた従来の教授メディアの評価方法に対して、
教授者・学習者間で授受される情報に着目し、その情報を認知情報処理モデルに従って分類し
評価するという新しい評価の視点を提供していること。
2. 従来の教授メディア評価では、媒体とメッセージ(あるいはコンテンツ)を分けて評価していた
が、本研究では教育の場においてそもそも媒体とメッセージは不可分であるとの立場から、新
しい評価法を提案していること。
3. 提案された評価方法を学習フィードパックシステムに応用することで、学習フィードパックシ
ステムが特に宣言的知識の記憶保持に効果的であることを示したこと。従来の方法では学習フィー
ドパックシステムの学習効果に関して、一貫した結果が得られてこなかった。
本論文での学術的価値としてはまず、教育の場では「媒体とその媒体上の学習内容を分けること
ができない」という新しい視点から、教授メディアの学習促進効果を評価するための新しい評価
法を提案したことである。この評価方法により、メディアの有無の単純比較による従来の教授メ
ディア評価と比較して、より詳細で一貫した教授メディアの評価結果を得られるようになった。
また、次の学術的価値としては、提案した評価方法を実際の問題に適用することにより、従来方
法では得られなかった、教授メディアの学習促進効果が明らかになったことが挙げられる。また
本論文の評価方法は、今後様々な教授メディアの評価に適用可能であるという一般性を持つ。一
方で、本論文の課題として、それが今までに無い視点を提供するが故に、難解な部分があること
が指摘された。ただし、予備審査稿から本審査稿の間で求められていた修正箇所が適切に修正さ
れていたことも確認された。
以上の結果から、本論文は教授メディアの学習促進効果を評価する、有効で新しい方法を提供
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しており、今後の大きな発展が期待できる。よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文と
して合格と認める。
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